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青
葉
の
向
こ
う

に
、
雲
の
峰
が
そ
び

え
た
つ
季
節
に
な
り

ま
し
た
。

　

日
頃
よ
り
自
治
会
活
動
へ
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
待
ち
に
待
っ
た
恒
例
の
夏
祭

り
が
も
う
す
ぐ
や
っ
て
ま
い
り
ま
す
、
今
年
で
35

回
と
い
う
長
き
に
わ
た
り
歴
史
を
積
み
重
ね
て
こ

ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
一
重
に
、
会
員
皆
様
始
め
各

団
体
の
皆
様
、
役
員
諸
先
輩
方
々
の
ご
協
力
と
ご

努
力
の
賜
物
と
感
謝
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

杜
の
都
武
蔵
台
か
ら
多
く
の
子
ど
も
達
が
立
派

に
育
ち
、
社
会
人
と
な
り
他
の
場
所
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
、
家
庭
を
築
き
上
げ
ら
れ
子
育
て
で
奮

闘
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
に
と
っ
て
は
、
夏
休
み
や

お
盆
は
故
郷
を
強
く
思
う
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

そ
の
再
会
を
心
待
ち
に
し
て
お
ら
れ
る
、
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
、
お
爺
ち
ゃ
ん
、
お
婆
ち
ゃ
ん
そ

し
て
友
人
た
ち
皆
さ
ん
が
一
同
に
会
し
絆
を
は
ぐ

く
み
一
人
ひ
と
り
が
想
い
出
に
残
る
夏
祭
り
に
し

た
い
も
の
で
す
。

第
35
回

夏
祭
り
開
催
に
当
た
っ
て

◇ブラスバンド演奏
（武蔵台中）

◇各種模擬店　◇盆
踊り　◇シェダンス

◇福引き　◇ビンゴ
　◇その他

　第35回

こま武蔵台夏祭り

お誘い合わせておで
かけください

「
見
て
」「
聞
い
て
」「
輪
に
参
加
し
て
」「
屋
台
で

買
物
」
な
ど
、
ゆ
っ
く
り
談
笑
出
来
る
よ
う
色
々

企
画
を
し
て
皆
様
の
お
い
で
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
ご
家
族
お
揃
い
で
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
ご
近
所

に
も
お
声
を
掛
け
合
い
お
出
か
け
下
さ
い
。

　

役
員
一
同
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

平成 26 年 ８月 2 日（土曜日）
雨天の場合 ８月 3 日（日）
場所：中の田公園広場

平成 26 年 ８月 2 日（土曜日）
雨天の場合 ８月 3 日（日）
場所：中の田公園広場

やまゆり

や
ろ
う
み
ん
な
で　

祭
り
だ
！
夏
だ
！

　
　

ゆ
か
た
で
ハ
ッ
ピ
で　

リ
ラ
ッ
ク
ス

　

山
百
合
の
花　

真
澄
の
空
に

　
　
　

優
雅
な
姿
で　

凛
と
咲
き

　
　

山
の
彼
方
に　

待
つ
し
あ
わ
せ
は

　
　
　
　

行
け
ど
つ
か
め
ぬ　

理
想
郷

その 1
折込み都々逸

会　長
土井 太郎

盆踊り練習会のお知らせ
場　所　武蔵台公民館 ( 集会室 ) 
練習日　第一回　7 月 11 日 ( 金曜日 )   
　　　　第二回　7 月 18 日 ( 金曜日 )   
　　　　第三回　7 月 25 日 ( 金曜日 ) 
時　間　19：00 〜 21：00
指　導　民踊ハナミズキ会の皆様　代表者　上條　洋子

文化厚生部

民踊ハナミズキ会の特別練習日
　　一般の方も奮ってっご参加下さい
　　７月 31 日（木曜日）　時間 13：30 〜 15：30
　　（場所・武蔵台公民館　集会室）

夏祭り　8 月 2 日 ( 土曜日 )

1 炭坑節　2 日高小唄　3 東京音頭　4 どらえもん
5 火の国太鼓　6 少年八木節　7 新宿報徳音頭 ( 日高市 )
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平
成
26
年
５
月
17
日
（
土
）

午
後
7
時
～
9
時
10
分

自
治
会
館
２
F
会
議
室

◆
Ⅰ　

協
議
事
項
◆

（
１
）
む
さ
し
台
朝
市
開
催
に
つ
い
て

準
備
と
段
取
り
の
確
認
と
対
応
に
つ
い
て

（
２
）
区
長
要
望
最
終
確
認

①
街
路
樹
の
樹
種
変
更
…
一
度
に
出
来
な

い
の
で
３
年
計
画
案
と
す
る
（
本
部
案
）

②
さ
く
ら
通
り
の
歩
道（
通
学
路
）…
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
に
修
復
（
台
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
案
）

③
中
の
田
公
園
と
七
曲
り
公
園
に
健
康
器

具
導
入
（
本
部
案
）

（
３
）
夏
祭
り
に
つ
い
て

　

基
本
的
に
は
昨
年
と
同
じ
企
画
運
営
を

計
画

　

今
年
は
新
堀
肉
店
廃
業
で
、焼
き
鳥
を「
朝

採
れ
」
に
依
頼
す
る　

　

夏
祭
り
第
一
回
実
行
委
員
会
の
開
催
予

定
６
月
７
日
（
土
）
15
時
よ
り

（
４
）
街
頭
の
自
治
会
掲
示
板
使
用
方
法
に
つ

い
て

　

掲
示
依
頼
受
け
入
れ
範
囲
、
掲
示
物
の
大

き
さ
・
掲
示
期
間
な
ど
に
つ
い
て
、
あ
り
方

検
討
委
員
会
で
検
討
し
て
い
く

（
５
）
各
協
力
団
体
へ
の
補
助
金
支
払
い
に
つ

い
て

　

平
成
26
年
度
（
５
月
）

　

第
２
回
定
例
役
員
会
報
告

　

総
会
議
決
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
台
中
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
青
少
年
健
全
育
成
会
、
福
祉
ネ
ッ
ト
、

武
蔵
台
・
横
手
台
地
区
体
育
協
会
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
に
合
わ
せ
て
三
三
万
五
千
円
の

支
払
い
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

（
６
）
本
部
役
員
辞
任
に
つ
い
て

　

中
川
京
子
氏
、
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
５

月
１
日
付
辞
任

◆
Ⅱ　

地
区
長
か
ら
の
報
告
◆

　

１
丁
目
地
区
長
よ
り
、
募
金
の
残
っ
た
封

筒
の
処
理
方
法
に
つ
い
て
質
問
あ
り
、
自
治

会
に
返
却
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

４
丁
目
地
区
長
よ
り
、
横
手
台
は
ダ
ス
ト

ボ
ッ
ク
ス
を
利
用
し
た
掲
示
が
あ
り
、
当
自

治
会
で
も
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
の
利
用
も
考

え
た
ら
ど
う
か
。

　

５
丁
目
地
区
長
よ
り
、
街
路
樹
の
伐
採
の

行
わ
れ
て
い
な
い
箇
所
が
あ
る
。
そ
の
前
後

が
き
れ
い
に
な
っ
て
い
る
の
で
市
役
所
が

忘
れ
て
飛
ば
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

６
丁
目
地
区
長
よ
り
、歩
道
が
樹
根
の
盛

り
上
が
り
で
歩
き
に
く
い
の
で
歩
き
や
す
い

よ
う
な
街
路
樹
に
樹
種
転
換
し
て
ほ
し
い
。

　

７
丁
目
地
区
長
よ
り
、
大
雨
が
降
る
と
水

が
あ
ふ
れ
出
る
箇
所
が
あ
る
の
で
直
し
て

ほ
し
い
。

　

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

◆
Ⅲ　

副
会
長
・
事
務
局
・
各
専
門
部
報
告
◆

（
１
）
安
全
対
策
部

　
　

草
払
い
機
の
受
講
者
選
定
に
つ
い
て
は

環
境
衛
生
部
と
協
議
し
双
方
か
ら
１
名

ず
つ
で
２
名
選
出
し
た
い
。

　
　

受
講
費
用
に
つ
い
て
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

育
成
補
助
金
を
活
用
す
る
。

（
２
）
環
境
衛
生
部

　
　

６
月
の
初
め
に
高
圧
洗
浄
申
し
込
み

の
回
覧
を
し
た
い
。
実
施
は
９
、
10
、

11
月
の
予
定
。

（
３
）
体
育
部

　
　

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
ス
ポ
少
が
別
行

事
の
た
め
昨
年
よ
り
少
な
く
な
り
50
名

程
度
で
あ
っ
た
。
10
月
の
体
育
祭
の
運

営
検
討
が
始
ま
っ
た
が
今
年
は
出
場
選

手
集
め
を
地
区
長
さ
ん
班
長
さ
ん
を
通

じ
て
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◆
Ⅳ　

会
長
・
区
長
か
ら
の
報
告
◆

（
１
）
会
長

①
ダ
ス
ト
Ｂ
Ｏ
Ｘ
掲
示
の
ご
み
回
収
日
の
お

休
み
告
知
に
つ
い
て
、
日
付
が
記
載
さ

れ
て
い
な
い
た
め
次
回
と
い
う
が
い
つ

な
の
か
分
か
ら
な
い
と
の
ク
レ
ー
ム
あ
り

②
５
月
14
日　

地
域
民
生
委
員
と
連
絡
会
議

開
催
（
自
治
会
側
３
役
出
席
）

③
５
月
25
日　

青
少
年
健
全
育
成
会
総
会　

午
後
３
時　

公
民
館

④
５
月
30
日　

少
子
高
齢
化
（
移
送
サ
ー
ビ

ス
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
打
ち
合
わ
せ　

午
後
７
時

⑤
６
月
中
旬
頃 
地
区
選
出
市
議
と
の
情
報

交
換
会
議
予
定

（
２
）
区
長

①
５
月
７
日　

日
高
市
環
境
推
進
協
議
会
解

散
に
伴
う
精
算
金
入
金　

　

一
、〇
〇
〇
円
＋
（
世
帯
数
二
、二
三
〇
×

43
円
）
＝
九
六
、八
〇
〇
円 

（
端
数
100
円

以
下
切
り
捨
て
）

②
５
月
19
日　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
協
議
会
総

会　

市
役
所　

午
前
10
時

③
５
月
24
日　

消
防
団
第
一
分
団
会
議　

午

後
６
時　

④
５
月
25
日　

飯
能
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
と

ス
ー
パ
ー
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
開
催
、
400
名

位
の
参
加
が
見
込
ま
れ
る
。

⑤
５
月
27
日　

日
高
市
観
光
協
会
総
会　

高

麗
公
民
館　

午
後
４
時

以
上

広報誌等配布者の募集について
　現在広報誌等（市役所、自治会関係の配布物）
は、1丁目から7丁目の7地域に分け7人の配布者の
方に配布をお願いしております。

こま武蔵台自治会館　TEL 982-3904

今年度の配布希望者を公募します
原則として月１回の配布で、配布料は部数に関
わらず一戸当たり20	円。
締切は７月16	日（水）までといたします。
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平
成
26
年
６
月
21
日
（
土
）

午
後
7
時
～
９
時　
　

自
治
会
館
２
F
会
議
室

◆
Ⅰ　

協
議
事
項
◆

（
１
）
夏
祭
り
に
つ
い
て

①
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
進
捗
状
況
の
確
認

②
全
体
作
業
の
確
認
（
ポ
ス
タ
ー
貼
り
、
電

線
確
認
７
月
19
日
（
土
）、
や
ぐ
ら
組
立

７
月
26
日
（
土
））

③
夏
祭
り
企
画
最
終
確
認
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
作

成
、
模
擬
店
、
招
待
者
一
覧
、
料
理
関

係
そ
の
他
）

④
祭
り
当
日
（
８
月
２
日
）
の
全
体
作
業
概

略
説
明
（
作
業
内
容
、
役
割
分
担
）

（
２
）
会
計
勘
定
科
目
新
設
に
つ
い
て

　

主
要
イ
ベ
ン
ト
（
夏
祭
り
、
体
育
祭
等
）

の
科
目
は
あ
る
が
、
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
の

科
目
は
な
い
た
め
他
の
科
目
で
処
理
を
し

て
い
た
が
、
明
確
化
さ
せ
る
た
め
そ
の
他
イ

ベ
ン
ト
費
と
し
て
科
目
を
新
設
し
た
い
。

（
３
）
移
送
サ
ー
ビ
ス
中
間
報
告

　

利
用
者
実
績
及
び
「
こ
で
ま
り
号
」
会
員

登
録
者
中
間
報
告

（
４
）
防
災
訓
練
の
企
画
に
つ
い
て

　

９
月
７
日
（
日
）
中
の
田
公
園
防
災
倉
庫

付
近
９
時
30
分
集
合

　

訓
練
内
容
の
説
明
、
そ
の
他

　

こ
の
団
地
は
２
×
４
工
法
の
建
物
が
中

心
で
あ
り
、
在
来
工
法
で
の
建
物
と
は
倒
壊

の
仕
方
が
違
う
の
で
、
倒
壊
建
物
か
ら
の
救

出
訓
練
よ
り
は
家
具
の
転
倒
か
ら
の
脱
出

訓
練
を
重
点
に
す
べ
き
と
の
意
見
あ
り
。

（
５
）
６
丁
目
山
林
下
草
刈
り
に
つ
い
て

　

９
月
28
日
（
日
）
の
予
定

　

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
事
業
補
助
金

の
活
用
に
つ
い
て

　

作
業
用
具
の
整
理
整
頓
を
行
う
た
め
保

管
庫
の
購
入
を
計
画
。

◆
Ⅱ　

副
会
長
・
事
務
局
・
各
専
門
部
報
告
◆

（
１
）
会
計

　

自
治
会
費
回
収
状
況
に
つ
い
て

　
　

会
費
徴
収
に
つ
い
て
各
地
区
長
さ
ん

の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。
会
費
を
１

年
間
納
め
て
い
た
だ
い
た
方
の
比
率
は

98
・
３
％
で
あ
っ
た
。

（
２
）
安
全
対
策
部

　
　

現
在
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
は
３
カ
月
で
30

カ
所
ほ
ど
の
エ
リ
ア
を
実
施
し
た
が
、
パ

ト
ロ
ー
ル
は
複
数
人
で
行
う
よ
う
に
し

た
い
。　

（
３
）
環
境
衛
生
部

　
　

７
月
一
斉
掃
除
に
つ
い
て

　
　

高
圧
洗
浄
斡
旋
に
つ
い
て

　
　

一
斉
掃
除
用
の
ご
み
袋
を
近
々
の
内

に
配
布
予
定

（
４
）
文
化
厚
生
部

　
　

夏
祭
り
盆
踊
り
練
習
に
つ
い
て

　
　

６
月
11
日
の
サ
ロ
ン
は
ア
マ
チ
ュ
ア

落
語
家
２
名
の
方
に
お
い
で
い
た
だ
き
、

天
気
が
悪
い
中
20
名
ほ
ど
の
参
加
者
が

あ
り
盛
況
の
う
ち
に
無
事
終
了
し
た
。

（
５
）
体
育
部

　
　

日
高
市
ワ
ン
デ
ー
マ
ー
チ
に
つ
い
て

　
　

11
月
頃
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

◆
Ⅲ　

会
長
・
区
長
か
ら
の
報
告
◆

（
１
）
会
長

①
７
月
中
に
事
務
所
倉
庫
の
整
理
整
頓
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
自
治
会
備
品
関
係
の
棚
卸
し
実
施
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

③
役
員
の
方
は
移
送
サ
ー
ビ
ス
の
体
験
を
一

度
は
経
験
し
て
下
さ
い
。

④
赤
十
字
社
員
募
集（
四
四
六
、六
九
二
円
）・

緑
の
募
金
（
集
計
中
）
ご
協
力
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

⑤
学
校
通
り
中
学
校
横
断
歩
道
周
辺
の
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
延
長
に
つ
き
近
日
中
に
工
事

着
手
決
定

（
２
）
区
長

①
社
会
福
祉
協
議
会
の
社
資
募
集
の
お
願
い

　

７
月
～
８
月

１「我が故郷を語る」という
テーマを考えています

　どなたも豊かで優しい、歴史
と文化のある「故郷」をお持ち
だと思います。
　素朴で温かい「故郷」には民
話や方言、習慣、食べ物、など
があります。なんでもかまいま
せん。時間は一時間以内で、皆
様方の「故郷」を紹介してくだ
さい。

２「豊かな知識、優れた技能」
をお持ちの方の講話・演
技披露

　素人だけど「手品」が得意と
か、アコーディオンをお持ちの
方がおられたら、みんなで輪に
なり童謡や演歌を合唱したいで
すね。その他なんでも結構です、
ふるってご応募ください。
　出演はすべてボランティアで
お願いします。

　文化厚生部　平野

武蔵台サロン出演者募集

②
25
年
度
区
長
要
望
「
１
丁
目
46
街
区
ア
カ

シ
ヤ
通
り
」
歩
道
の
改
修
工
事
６
月
16

日
よ
り
実
施

③
６
月
12
日 

議
会
傍
聴
（
稲
浦
議
員
、
横

山
議
員
、
平
井
議
員
、
伊
藤
議
員
、
鈴

木
議
員
）

④
６
月
13
日 

防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
街
頭
応

援
⑤
６
月
14
日 

青
少
年
育
成
市
民
会
議　

高

麗
の
里

⑥
６
月
17
日 

市
消
防
団
操
法
訓
練
激
励
視

察　

西
部
消
防
本
部
８
時

⑦
６
月
20
日 

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会　

市
役
所

⑧
６
月
27
日 

社
会
福
祉
委
員
会　

高
麗
の

里
⑨
７
月
６
日  

市
消
防
団
操
法
大
会

⑩
７
月
11
日　

区
長
要
望
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

⑪
７
月
18
日　

薬
物
乱
用
撲
滅
キ
ャ
ン
ぺ
ー

ン
武
蔵
台
中
、
高
麗
川
中

以
上

　

平
成
26
年
度
（
６
月
）

　

第
３
回
定
例
役
員
会
報
告
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今
年
度
の
ふ
れ
あ
い
歩
け
歩
け
大
会

は
、
６
月
１
日
（
日
）、
最
年
少
８
歳
を

含
む
老
若
男
女
総
勢
39
名
が
参
加
し
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
例
年
の
日
和
田
山
周
辺
か
ら
趣

向
を
変
え
、
横
手
台
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

で
開
会
式
を
行
っ
た
後
、９
時
に
出
発
し
、

赤
根
峠
、
あ
さ
ひ
山
展
望
公
園
、
大
河
原
、

吾
妻
峡
と
回
り
多
峯
主
山
へ
登
り
返
し
、

風
が
心
地
よ
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

短
時
間
で
山
、
川
、
新
興
住
宅
街
な
ど

様
々
な
風
景
に
出
会
え
る
良
い
コ
ー
ス

で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
環
境
の
素
晴
ら
し
さ

を
再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
参
加
者
の
通
過

を
見
守
り
、
参
加
者
の
安
全
に
御
尽
力
い

た
だ
い
た
地
区
体
育
協
会
の
方
々
に
感
謝

し
ま
す
。

心地よいそよ風の中を歩く

　

自
治
会
で
は
か
ね
て
か
ら
検
討
中
で
あ
っ

た
無
料
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
、
行
政
の
協
力
を

え
て
５
月
12
日
よ
り
実
証
試
験
運
行
を
開
始

し
ま
し
た
。
実
証
試
験
運
行
は
10
月
ま
で

行
わ
れ
、
利
用
状
況
や
利
便
性
な
ど
を
検
討

し
た
の
ち
来
年
１
月
の
運
行
を
目
途
と
し
て

い
ま
す
。
実
証
試
験
運
行
期
間
中
は
当
面
、

市
役
所
の
車
を
借
用
し
「
こ
で
ま
り
号
」
と

命
名
し
て
団
地
内
を
午
前
・
午
後
の
一
日
４

便
、
月
・
水
・
金
曜
日
に
循
環
運
行
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
取
り
組
み
は
文
化
新
聞
で
も

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

続・ホタルを見よう
　巾着田の新しい水路で5月
30日夜から源氏蛍が舞い始め
ました！
1丁目の新井さんから「夕方の
水温が4日間連続して20℃を
超えて羽化条件がそろったこ
ともあり、18匹が光りを放ち
1匹が舞っていた」との連絡を
もらいました。
　井尻沢では6月下旬から約1
週間、滝不動の池では約2週間
にわたって、気温が20℃以上
の夜8時半頃からが見頃になる
そうです。

　夏祭りに武蔵台へ里帰りしたご家族に、団地内の公園と設置
遊具を一覧にしました。

１
丁
目
２
丁
目

移
送
サ
ー
ビ
ス
は
じ
ま
る

３
丁
目
４
丁
目
５
丁
目
６
丁
目
７
丁
目

中の田公園
入り口公園

岩の本公園
西台山公園

三王塚公園
七曲り公園

赤坂公園

大寉巣公園
木綿沢公園

砂の入公園

榎田公園
山脈公園

ブランコ、すべり台、鉄棒、砂場
ブランコ、弓形シーソー、目の前に西武電車が見えます

ブランコ、すべり台、鉄棒、砂場、健康遊具
すべり台、ぶらさがり平行棒

１,5ｍの塀登りとくぐり、砂場
ブランコ、すべり台、ジャングルジム、砂場

すべり台、石山とトンネル、砂場

すべり台、砂場
すべり台、砂場

すべり台、弓形シーソー、鉄棒、砂場

すべり台、タイヤ回転ブランコ、砂場
奥武蔵の展望がすばらしい

　第2回
団地内大掃除
のお知らせ

7月6日（日）朝８時～
（雨天の場合は13日）

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
へ
戻
る
約

12
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し

た
。

　

最
後
の
方
が
到
着
し
た
１
時

半
よ
り
閉
会
式
と
な
り
ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
、
ト
ッ
プ
到
着
の

本
園
さ
ん
は
じ
め
特
別
賞
な
ど

10
人
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
快
晴
ゆ
え
の
最
高
気

温
33
度
と
猛
暑
日
で
し
た
が
、

樹
林
帯
や
川
沿
い
で
は
、
そ
よ

武蔵台の公園と遊具一覧

　お勧めの公園は「入り口公園」です。目の前
をレッドアローが通るので、電車が大好きな
子供さん、お孫さんには喜ばれる公園です。
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自治会館は、毎週月、水、金の午前 10時〜午後３時、土の午前 10時〜正午まで（年末年始、祝日除）開いています。

初夏に老いも若きも
グランドゴルフ
　老いも若きも試合開始。木製ドライバーとボール
が衝撃音と共に、そのたびに歓声やショックの溜
息。武蔵台小学校のグランドは、老若男女入り乱れ
青空にこだまする。風景はまさにマスターズゴルフ
に似た競技そのもの、歓声が幾たびか響く。いきな
りご年配のご婦人がホールイン・ワン。そのグルー
プに歓声とどよめき、これは波乱のゲームになりそ
うと予感をした。各グループはもくもくとグリーン
もどきに集中しホールに向かって打ち込んでいる。
アクシデントもなく新緑のグランドは、和気あいあ
いとゲームは進んでいきます。手軽に出来るスポー
ツ、広報担当の私も妻と特別参加しました。本当に
楽しい時間を過ごしました。来年は自治会員として
参加したいと思っています。最後に今回の大会準備
にご尽力いただいた関係者の皆様に感謝致します。

　

５
月
18
日
、
高
麗
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
広
場
で
自
治
会
、
福
祉
ネ
ッ

ト
、
商
店
会
の
共
催
に
よ
る
「
む
さ

し
台
朝
市
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
は
真
夏
を
思
わ
せ
る
ほ
ど
の
暑

い
日
に
な
り
ま
し
た
が
、
住
民
の
親
睦

と
交
流
の
場
（
支
援
）
と
し
て
大
勢

の
住
民
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

広
場
で
は
囃
子
連
に
よ
る
お
は
や

し
で
は
じ
ま
り
、
東
北
被
災
地
復
興
支

援
物
資
販
売
と
、
日
高
都
市
ガ
ス
展
、

サ
イ
ボ
ク
ハ
ム
の
ウ
イ
ン
ナ
ー
販
売
、

自
治
会
好
評
の
た
こ
焼
き
、
ビ
ー
ル
、

お
豆
腐
類
。
二
丁
目
サ
ロ
ン
か
ら
手

作
り
品
、
自
家
製
ジ
ャ
ム
、
お
味
噌
。

か
わ
せ
み
か
ら
は
ク
ッ
キ
ー
、
ラ
ス

ク
、古
本
。
石
森
商
店
の
コ
ン
ニ
ャ
ク
、

お
惣
菜
い
ろ
い
ろ
、
お
赤
飯
。
朝
採
れ

フ
ァ
ー
ム
か
ら
地
場
野
菜
の
詰
め
放

題
、
味
噌
汁
の
無
料
試
飲
な
ど
。
こ

の
よ
う
な
催
し
が
、
ま
た
地
域
の
活

性
化
に
繋
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

文
化
厚
生
部
で
は
、
武
蔵
台
サ
ロ
ン
の
学
習
講
座

に
初
の
試
み
と
し
て
盆
栽
教
室
を
５
月
14
日
に
自
治

会
館
前
の
広
場
で
開
き
ま
し
た
。
講
師
は
事
務
局
の

菅
野
氏
で
20
人
ほ
ど
の
参
加
者
を
む
か
え
、
あ
ら
か

じ
め
用
意
さ
れ
た
「
こ
な
ら
」
の
苗
木
に
盆
栽
の
樹

形
に
す
る
た
め
の
針
金
巻
き
を
、
講
師
の
指
導
の
も

と
各
自
が
思
い
思
い
形
に
作
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

鉢
植
え
後
、
仕
立
て
や
管
理
に
つ
い
て
の
講
義
を
聞

き
、
参
加
者
は
植
え
付
け
た
鉢
を
手
に
し
て
喜
び
を

交
歓
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
４
月
か
ら
元
武
蔵

む
さ
し
台
朝
市
を
開
く

佐　

野　
　
　

昭
（
76
歳
）
一
─
十
─
三

ご
逝
去
日　

五
月
二
十
七
日

飯　

塚　
　
　

洸
（
70
歳
）
一
─
四
四
─
六

ご
逝
去
日　

五
月
二
十
八
日

黒　

澤　

久　

子
（
85
歳
）
五
─
二
九
─
五

ご
逝
去
日　

六
月
九
日　
　

武
蔵
台 

サ
ロ
ン
で

盆
栽
教
室

台
病
院
あ

と
に
開
設

し
た
地
域

包
括
セ
ン

タ
ー
の
業

務
相
談
内

容
に
つ
い

て
看
護
師

さ
ん
か
ら

説
明
が
あ

り
ま
し
た
。



　
『
美
し
い
高
麗
の
山
』一

丁
目　

Ｋ
・
Ｓ

「
ず
っ
と
高
麗
に
住
む
の
？
」
と
、
都
心

に
出
る
の
に
二
時
間
は
み
て
い
る
と
話
す

と
、
よ
く
友
人
に
言
わ
れ
ま
す
。

　

緑
の
濃
く
な
っ
て
き
た
山
々
は
、
今
は

木
々
の
境
目
も
分
か
ら
な
く
な
っ
て
来
ま

し
た
。
夏
の
緑
は
、
元
気
が
あ
っ
て
良
い

の
で
す
が
３
月
～
５
月
頃
の
山
肌
は
何
と

も
言
え
ま
せ
ん
。
そ
の
頃
、
犬 

の
散
歩
を

し
な
が
ら
調
整
池
の
通
り
か
ら
見
る
低
山

の
山
肌
は
日
々
変
化
し
て
ゆ
き
ま
す
。
薄

茶
色
の
枯
木
達
は
次
第
に
輪
郭
を
ぼ
や
か

し
て
ゆ
き
、
芽
吹
き
の
準
備
を
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

ち
ら
ほ
ら
見
え
る
薄
桃
色
は
山
桜
の
ふ

く
ら
み
を
感
じ
さ
せ
、
そ
の
内
に
木
々
の

葉
は
芽
吹
き
始
め
山
は
萌
黄
色
に
な
っ
て

き
ま
す
。

　

山
桜
の
薄
桃
色
が
だ
ん
だ
ん
は
っ
き
り

し
て
く
る
と
、
山
肌
は
様
々
な
緑
の
パ
ス

テ
ル
カ
ラ
ー
で
色
付
け
さ
れ
て
き
ま
す
。

前
方
と
足
元
だ
け
し
か
見
ず
に
働
い
て
い

た
時
代
は
、
こ
ん
な
美
し
い
山
肌
の
変
容

に
気
づ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
若
さ
と
取
り

替
え
っ
こ
し
た
よ
う
に
今
は
、
不
便
で
も
、

晴
れ
て
好
し
、
霧
も
雪
も
好
い
、
な
だ
ら

か
な
山
々
を
見
ら
れ
る
高
麗
の
地
で
、
元

気
に
過
ご
し
、
来
春
を
待
ち
た
い
と
思
っ
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ちょっとよい言葉　　心の庭に忍耐を植えよ　その草は苦くともその実は甘い

て
い
ま
す
。 

　
「
古
き
よ
き
も
の
」六

丁
目　
　

Ｍ
・
Ｍ

　

便
利
な
世
の
中
に
な
っ
た
。
家
電
量
販

店
に
行
く
と
ハ
イ
テ
ク
製
品
が
ず
ら
り
と

並
び
、
そ
の
機
能
に
は
驚
か
さ
れ
る
ば
か

り
だ
。
洗
濯
機
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、
た
ら

い
と
洗
濯
板
を
駆
使
し
て
一
枚
ず
つ
洗
っ

て
い
た
時
代
を
思
う
と
夢
の
よ
う
だ
。
掃

除
、
炊
事
、
そ
の
他
家
事
家
電
は
救
世
主

の
ご
と
く
毎
日
せ
っ
せ
と
働
い
て
く
れ
て

い
る
。
だ
が
便
利
に
な
っ
た
反
面
、
故
障

や
停
電
等
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
と
途
端

に
右
往
左
往
し
て
し
ま
う
。

　

そ
ん
な
時
再
認
識
す
る
の
は
、
や
は
り

様
々
な
昔
な
が
ら
の
道
具
達
。
例
え
ば
う

ち
わ
、
熱
い
も
の
を
冷
ま
す
時
等
に
も
重

宝
し
夏
以
外
に
も
便
利
に
使
え
る
。
思
え

ば
ホ
ウ
キ
や
蚊
取
り
線
香
等
々
、
今
も
大

活
躍
し
て
い
る
物
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
物

が
溢
れ
て
い
る
こ
の
時
代
、
新
し
い
物
を

作
り
出
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
だ
が
、
昔

な
が
ら
の
役
立
つ
道
具
や
受
け
継
が
れ
て

き
た
人
々
の
知
恵
を
大
切
に
し
て
、
若
い

世
代
へ
と
伝
え
て
い
き
た
い
も
の
だ
。

　

最
初
の
“
武
蔵
台
”
住
人

三
丁
目　

Ｋ
・
Ｋ

　

こ
こ
“
武
蔵
台
”
に
来
て
か
ら
は
や
40

年
近
く
に
な
っ
た
。
来
た
当
時
は
学
校
も

病
院
も
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
も
な

か
っ
た
。
ず
い
ぶ
ん
早
か
っ
た
の
で
す
ね

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
で
も
、
こ
の

“
武
蔵
台
”
に
は
も
っ
と
も
っ
と
早
く
住

人
た
ち
が
い
た
。
そ
れ
も
四
千
数
百
年
も

前
の
こ
と
で
あ
る
。

　

２
年
ほ
ど
前
、
日
高
市
教
育
委
員
会
の

募
集
が
あ
り
、
そ
れ
に
応
募
し
て
遺
跡
発

掘
の
作
業
を
経
験
し
た
。
高
麗
駅
近
く
の

高
麗
石
器
時
代
遺
跡
周
辺
の
発
掘
作
業
で

あ
っ
た
。
季
節
的
に
炎
天
下
の
土
掘
り
、

土
運
び
の
土
木
作
業
に
な
り
、
熱
中
症
に

な
り
か
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で

も
移
植
ご
て
を
使
っ
て
地
面
を
少
し
づ
つ

削
っ
て
い
き
、
住
人
た
ち
が
使
っ
た
土
器

や
炉
を
見
つ
け
た
と
き
は
た
と
え
よ
う
も

な
い
く
ら
い
感
動
し
た
。
四
千
数
百
年
前

の
住
人
が
自
ら
の
手
で
作
り
上
げ
た
マ
イ

ホ
ー
ム
だ
。
そ
ん
な
住
人
た
ち
と
「
こ
ん

に
ち
は
」
と
挨
拶
が
で
き
た
よ
う
な
感
動

だ
。
当
時
は
集
落
と
い
っ
て
も
４
、５
世

帯
、
20
人
ほ
ど
の
規
模
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

私
た
ち
の
“
武
蔵
台
”
の
二
丁
目
の
岩

の
本
公
園
近
く
に
も
当
時
の
住
居
跡
が

あ
っ
た
と
の
記
録
が
日
高
市
史
に
載
っ
て

い
る
。
四
千
数
百
年
を
過
ぎ
た
今
、
同
じ

場
所
に
私
た
ち
は
住
ん
で
い
る
わ
け
だ
。

今
で
こ
そ
千
数
百
世
帯
の
こ
の
“
武
蔵
台
”

も
初
め
は
小
さ
な
集
落
だ
っ
た
。
周
囲

の
自
然
は
今
と
同
じ
、
い
や
も
っ
と
豊
か

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
農
耕
が
行
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
時
代
、
住
人
た
ち
は
周
囲
の
自

然
の
恵
み
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
生
活
し
て

い
た
と
の
こ
と
。
今
の
“
武
蔵
台
”
に
住

む
私
た
ち
も
、
そ
ん
な
住
人
た
ち
が
大
切

に
し
て
き
た
高
麗
の
自
然
を
同
じ
よ
う
に

大
切
に
し
、
未
来
へ
残
し
た
い
も
の
だ
。

編　

集　

後　

記

　

５
月
号
で
自
治
会
活
動
と
は
無
縁
の
入
学

式
を
一
面
に
い
れ
て
み
ま
し
た
。
子
育
て
が

終
わ
っ
た
高
齢
の
ご
夫
婦
に
と
っ
て
周
囲
に

子
供
達
の
少
な
さ
を
目
に
し
て
、
小
学
校
も

商
店
と
同
様
に
統
廃
合
さ
れ
消
滅
し
て
し
ま

う
の
で
は
と
少
子
化
を
心
配
さ
れ
て
い
た
か

ら
で
す
。

　

こ
の
ほ
ど
市
の
学
校
教
育
課
か
ら
、
武
蔵

台
小
学
校
が
開
校
し
て
４
年
目
に
あ
た
る

昭
和
59
年
の
資
料
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当

時
の
新
入
学
児
童
は
１
７
２
人
（
今
年
度
48

人
）、
全
校
生
徒
数
は
１
０
１
９
人
（
現
在

２
９
５
人
）
で
約
28
％
近
く
に
少
子
化
し
て

い
ま
す
。
少
子
化
は
全
国
的
な
問
題
と
は
い

え
、
武
蔵
台
地
域
が
こ
れ
以
上
過
疎
化
し
な

い
よ
う
行
政
と
一
体
と
な
っ
た
少
子
化
対
策

が
喫
緊
の
課
題
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　

少
子
高
齢
化
の
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

は
、
自
治
会
が
５
月
12
日
か
ら
無
料
の
移
送

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。
武
蔵
台
地
域

内
だ
け
の
循
環
運
行
で
す
が
、
閉
じ
こ
も
り

が
ち
の
お
年
寄
り
が
容
易
に
外
出
で
き
る
方

策
と
し
て
、
ま
た
住
民
同
志
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
イ
ー
の
構
築
に
多
く
の
方
々
の
ご
利
用

が
ま
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

来
月
は
夏
祭
り
。
里
帰
り
す
る
ご
家
族
の

た
め
に
団
地
内
の
公
園
と
遊
具
を
一
覧
に
し

ま
し
た
。
自
治
会
で
は
「
お
も
い
や
り
の
あ

る
街
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
公
園
の
活
用

促
進
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
武
蔵
台
が
こ
ん
な

に
素
晴
ら
し
い
所
だ
と
再
認
識
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

（
川
村
）

（6）


